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ERL 主加速部の 1.3GHz, 9 セル超伝導空胴を開発している。現在 Compact 

ERL(cERL)の建設準備が進んでおり、すでに 9 セル空胴 2 台の He ジャケット

化を行っている他、クライオモジュールの建設準備も予定通りに進んでいる。 

2009 年度までに試験用の 9 セル空胴 2 台が製造され、性能試験が実施さ

れた。これにより試作機が実際の加速器に使用可能であることが確認され、

2010 年度末に cERL 実機の 9 セル空胴 2 台が完成した。性能試験ではクリー

ン技術と表面処理技術についても必要な手順とパラメーター等を確認している。

また実機の 9 セル空胴と He ジャケットは高圧ガスの法令に基づいて製造され

ている (図 1)。 

CW で運転される cERL 用 9 セル空胴は 15～20MV/m の加速電圧が求めら

れるとともに Q 値を 1x1010 以上に保つことにより冷凍機負荷を軽減することも 

求められている。また不要な暗電流を軽減するためにフィールドエミッションに

よる性能劣化を極力避ける必要がある。このために準備段階の一連の表面

処理や空胴組立て作業は厳重に管理されている。この作業には電解研磨、ア

ニール、プリチューニング、超純水高圧洗浄、真空作業等の工程が含まれる。

cERL 実機として製造された 9 セル空胴 3 号機と 4 号機は、これら確立されて

来た製造法と処理工程を適用することにより、安定して設計性能を出すことが

できている (図 2)。本報告では空胴性能を大きく決定する表面処理工程、及

び低温大電力縦測定試験(縦測定)の結果について述べる。また、今後のクラ

イオモジュール建設の予定についても報告する。 
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図１： cERL 実機超伝導空胴 図２：cERL 実機の縦測定試験結果 

 


